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１．はじめに 

現在公布されている屋外広告部の色彩に関す

る条例では、面積によって制限しており、デザイ

ンについては触れていない。そして、広告物の色

の制限について、背景色と文字色を同様に設定し

たり、背景色だけ制限したりしている。例えば、

京都の景観ガイドライン広告物編 1)では、屋外広

告物の背景色をマンセル値で地域ごと表示して

おり、文字色は下地の部分と調和するように規制

されている。広告面板がない広告物、例えば切り

文字広告などは、広告物の面積を外接の長方形の

面積として算出しいる。長野県の屋外広告物のし

おり 2)では、広告物の地色だけが規制されている。

高山市三町では広告物の地色は茶色系統、文字色

は白色系統としている 3)。 
林ら 4)は写真撮影の方法で、長野須坂市の屋外

広告物の特徴：高さ、大きさ、配色数などを分析

した。辻ら 5)は京都の都心部において屋外広告物

の高さ、面積、展示方法を調査し、条例の規制内

容と比較を行った。山本ら 6)は広告物の動画を作

り、指示された文字を探すまでの目の動きとかか

る時間を比較し、探しやすい看板の特徴をまとめ

た。加々美 7)、岡本ら 8)はカメラ映像を通じて注

視実験を行い、注視傾向により注目率が高い広告

物の距離、高さ、大きさなどを分析した。平尾ら
9)は屋外広告物のシミュレーションを行い、広告

物の大きさ、個数、取付位置を評価した。槙 10)は

三つの街路を背景として広告物の種類、配列、色

を変化し、印象評価を行った。 
先行研究は、屋外広告物の現状研究、屋外広告

物の誘目性、街並みにおける広告物の印象評価、

の三つに分類できる。これらにより、屋外広告物

が街並の印象に影響を与えていることが明らか

となっている。その上、地域ごとに規制されてい

ることがわかった。しかし、先行研究は事例研究

が多く、事例をもとに広告物に関するコントロー

ル方法を提案しているが、現状の条例の改善を提

案する研究は見られなかった。広告物の特性に関

しても、誘目性を中心に調査を行っており、調和

や、許容など他の評価項目との関係が検討されて

いない。 
我々は 2015 年に、歴史的な街並における屋外

広告物の許容できる使用面積が色相ごとに異な

ることを実験により明らかにした 11)。しかし、こ

の実験では、長方形の広告物のみを使用し、背景

色と文字色の配色方法は扱わなかった。 
 
２．研究目的 

	 本研究では、歴史的な街並みにおいて誘目性と

調和を考慮した屋外広告物の形と配色の関係を

明らかにする。前回の研究 11）で明らかにした許

容できる面積と色の範囲の中で、広告物の形や、

広告物の中の背景色と文字色の配色が広告物の

許容に与える影響を明らかにする。広告物の許容

を向上するため、屋外広告物の形と配色のデザイ

ン手法をまとめる。 
 
３．研究方法 

日本の重要伝統的建造物群保存地区から、京都

の茶屋町、妻籠の宿場町、高山三町の商家町の三

種類の伝統的な街並みを実験対象地とした。この

三つの街並をもとにした立面図を用い、印象評価

実験を行った。図１に示したように、街並の立面

図注１〜３）をもとに建物３件を作り、中央の１件の

１階庇上の屋外広告の形と配色を変化させた。背

景の建物の色彩は、JIS の標準色票を利用し、現
地調査で対象建物を測った色を用いた。 
前回の実験 11)では、広告物の使用面積が前壁の

全壁面の 5%の場合、許容できる色相の範囲が広
かったため、今回の実験で使用した広告物の面積

も 5%とした。	
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図２と表１に示したように、今回の実験では形

を変化させた９種類と、背景色と文字色の配色を

変化させた 34種類の、計 43種類の広告物を実験
した。この 43 種類の屋外広告物を各々あてはめ
た 129枚の図版によって実験を行った。図版をラ
ンダムに被験者に提示し、実験時間は約 45 分で
あった。 
評価は直接法のME法で評価した。現地で使わ

れていた茶色（5YR	3/3）の背景色、黒(N1)の文字

色の広告物を 100 点の基準とし、実験図版の点数

をつけさせた。評価項目は「誘目性」、「調和」と

「許容」の三つである。	

被験者属性は年齢、専攻、現地に行った経験、

新しい色に対する許容、１回目の実験に参加した

かどうかについて聞いた。 

今回の被験者は筑波大学大学生（20代）24人、
つくばシルバー人材センターで募集した 50 代以
上の被験者 21人。有効回答は大学生 20人、50代
以上の被験者 21人、合計 41人である。 
	 実験環境：標準光源 D65。机上面照度 1100lx。 
	 図版は 15cmX30cmに印刷し、印刷した実験図
版の色をマンセル色票で確認した。 
	  
４．実験分析 

(1) 被験者属性分析 
	 今回の回答を被験者の属性により比較を行っ

た。この結果、年齢層により有意差が出た。つま

り、年齢層により歴史的な街並みに対する広告物

の評価が異なるため、今回の実験分析は年齢層に

             

           

             
図 1	三つの対象地：京都、妻籠、高山の実験図版	

 
図 2	 実験で用いた広告物の形 9 種類	

 
    表 1:	実験で用いた広告物の色彩の組み合わせ	

No. 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19         
Base Color     5R 3/3         5R 6/6           
Text Color 5R 6/6 5YR 6/6 5B 6/6 N1 N9 5R 3/3 5YR 3/3 5B 3/3 N1 N9       
              

No. 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30     
Base color   5Y 3/3     5Y 6/6       5B 3/3         
Text Color 5Y 6/6 5YR 6/6 5B 6/6 5Y 3/3 5YR 3/3 5B 3/3 5B 6/6 5PB 6/6 5YR 6/6 N1 N9     
              

No. 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 
Base color     5B 3/6       N1   N6   N9    
Text Color 5B 3/3 5PB 3/3 5YR 3/3 N1 N9 5R 6/6 5B 6/6 N9 5R 3/3 5B 3/3 N1 5R 3/3 N1 

 

a.	京都の立面図注1）	

b.	妻籠の立面図注2）	

図 1	三つ
c.	高山の立面図注3）	

d.	京都の実験図版	

e.	妻籠の実験図版	

実験図版

f.	高山の実験図版	
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分けて行った。 
 (2) 年齢層をもとにした重回帰分析と相関分析 
それぞれの年齢層により、広告物に対する「許

容」の重回帰分析と評価項目の相関分析を行った。

20 代の被験者では、「調和」が「許容」に与えて
いる影響が有意であり、「調和」と「許容」は強い

正の相関で、相関係数は 0.981(p<0.01)である。50
代以上の被験者では、「誘目性」と「調和」両方と

も「許容」に対する標準化係数が有意であった。

「誘目」と「許容」の相関係数は 0.806(p<0.01)、
「調和」と「許容」の相関係数は 0.436(p<0.01)で
ある。つまり、「誘目性」は高齢者に影響を与えて

いることがわかった。 
(3) 20 代被験者における広告物の許容 
次に、広告物の「許容」について分析する。同

じ年齢層の中で、三つの通りに対する「許容」の

差がなかったため、「許容」の分析は三つの通りに

対する「許容」の平均値で分析した。今回は形、

色相 R、色相 Y、色相 B と色相 N の背景色に分
けて分析した。それぞれの広告物と平均値を比較

し、有意差があったところに＊印をつけた。 
まず、9 種類の形についての許容を分析する。

図３の aに示したように No.1、2、8の広告物は
平均値より「許容」が高かった。No.9の広告物は
平均値より「許容」が低かった。一方で、No.4と
5、6と 7は同じデザインで、使用面積が変わって
いるが、それぞれの間に有意差がなかった。つま

り、許容できる範囲の中では、使用面積を適切に

調整することは許容に影響がないことが分かっ

た。 
背景色は色相 Rの場合、No.10〜14は低明度、

低彩度の背景を使った広告物であり、No.15〜19
は中明度、中彩度の背景を使った広告物である。

全体的に低明度低彩度を使った広告物は比較的

に「許容」が高かった。しかし、対比色の青の文

字を使った広告物の「許容」は低かった。 
色相 Yも同じ分析を行ったところ、対比色の青

の文字を使った No.22 の広告物の許容が低かっ
た。 
色相 Bでは、低明度低彩度の背景色の場合、無

彩色の文字を使うと、「許容」が高くなった。中明

度中彩度の背景色を使った広告物の「許容」が比

較的低かった。 
無彩色の場合、黒と白に比べると、中明度の背

景色を使った広告物の許容度が高かった。文字の

色の違いによる許容の差がほぼ見られなかった。 
(4) 50 代以上被験者における広告物の許容 
同じ分析方法で、50代以上の被験者の回答分析

も行った。50 代以上の被験者では、デザインの
No.1、2、8 と配色の No.14 の許容は比較的に高
かった。 

 
５．まとめと今後の課題 

今回の広告物に対する許容の印象評価実験で

      

   
 

図 3	20 代被験者による広告物の許容	

    
a. 形による許容 

c. 色相 Yを背景色とした広告物の許容 d. 色相 Bを背景色とした広告物の許容 

b. 色相 Rを背景色とした広告物の許容  

e. 無彩色 Nを背景色とした広告物の許容 
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は、年齢層により差があった。広告物と周辺の「調

和」は 20代と 50代以上の被験者両方に影響して
いるが、「誘目性」は 50代以上の方に影響を与え
ていることがわかった。 
許容度が高い屋外広告物の形に関するデザイン

手法は以下のようにまとめられる。 
	 1)広告物の形では、自然な木材の形や、変化が

ある形を使うと、「許容」が上がる。 
  2)伝統的なデザイン要素を使った広告物の｢許
容｣が高かった。例えば、伝統的な木枠の使用など。 
  3)歴史的木造の街並みにおいて、板状の看板を
使用すると、「許容」も高くなる。チャンネル文字

を勧める外国の石造りの建物とは異なり、日本で

は板がないデザインの許容度が低かった。 
  4)50 代以上に対しては、誘目性が重要である。
50代以上の使用者向けの場合、文字を大きくする
ことや、低明度・低彩度の背景に白文字を使うと、

広告物の許容度も高くなる。 
配色に関しては以下の 4 点にまとめられる。	

		1)今回実験した色相では、背景に低明度低彩度

の R系と中明度の灰色を使った広告物の許容度が

一番高かった。	

		2)広告の背景色が R〜Y 系の色相の場合、低明

度低彩度の背景色の許容度がより高かった。この

時の文字色は R〜Y 系の間の同一調和と類似調和

の色と無彩色の N がより許容できる。対比色 B 系

の文字色を使うと、許容度が低くなる。	

		3)背景色が B 系の場合、同じように低明度低彩

度の背景色の許容度がより高かった。文字色は無

彩色のほうが許容できる。	

		4)背景色が無彩色 N の場合、中明度の灰色広告

物の許容度が一番高かった。文字色の変化は特に

許容に影響されなかった。	

	 最後に、20 代被験者と 50 代以上の被験者の回

答の比較分析を行った。全体的に見ると、20 代被

験者の回答の分散が 50 代以上の回答より大きか

った。つまり、広告物の許容に関する可否は、20

代被験者のほうが強いと思われる。	

	 今回は 20 代と 50 代以上の被験者によって実験

を行ったため、30 代と 40 代の被験者はいなかっ

た。今後被験者の年齢層を増やしていくべきだと

考えている。今までの実験では、１件の建築をも

とに実験したが、今後は広告物の密度を考えなが

ら、街並みにおける実験をしていく。 
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注 
注１：京都の街並みの立面図は京都市役所景観

部景観政策課からいただいた。		

注２：太田博太郎、小寺武久：妻籠宿—その保存

と再生—、彰国社刊、pp.80~81、1989	
注３：高山市三町の立面図は高山市教育委員会

文化財課からいただいた。	
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